平成30年度の事業報告書

　平成30年4月1日から平成31年3月31日まで

特定非営利活動法人ちはやぶる宇治の未来をつくる会　
１　事業の成果

　
  法人設立後２期目は、18回のプロジェクト事業の取組みを行い、新聞・テレビで取り上げられる等、ちはやぶるの活動そのものが確実に市民に認知され浸透しつつあることを実感している。また多種多様な催事を催すことで、まちづくりを担う主体間のリアルな交流を喚起しコミュニケーションの促進に寄与したことで、ソーシャルキャピタルを構築して一定の成果を得ることができたと自負している。
２　事業の実施に関する事項

(1)　特定非営利活動に係る事業

	事 業 名

(定款に記載した事業)
	具体的な事業内容
	(A)当該事業の

実施日時
(B)当該事業の

実施場所

(C)従事者の人数
	(D)受益対象

者の範囲

(E)人数
	事業費の金額
（概算）
（単位：千円）

	1 宇治の短歌会事業
	宇治川の東・西岸をめぐる歴史散歩の後、各自が歌を詠む吟行を行う。
今回の短歌会では、万葉衣装に身をまとい短歌吟行を行った。
年１回(11月)実施。
	(A)11/10
(B)事務所内
(C)4名
　　　
	(D)一般市民
(E)26名
   　 
	　
３０２

	2 宇治の未来を語る会事業
	宇治の歴史・文化等を学び語
るための専門家講師による
勉強会を行う。
年8回(6月～3月)実施。
	(A) 6/24,7/1,8/11
9/2,10/20,11/17

3/30,3/23
(B) 事務所内
(C) いずれも6名

	(D)宇治歴史に関心のある市民
(E)10～28名
	　　６８２

	3 宇治の月コンサート事業
	宇治は月の名所。歴史のある
お寺からいろんな月を感じ
てもらい、宇治のお寺で
コンサートを行う。
年４回(10月～2月)実施。
	(A)10/6,10/28,11/11
   2/3
(B)橋寺、恵心院、
　 宝善院、直行寺

(C)いずれも5名

	(D)一般市民
(E)33～58名
　　

	　　９６０

	4 史跡周辺の賑わい創出事業
(やまぶき市)


	県神社で行うフリマで、他に
ライブ、市民劇等市民が交流
できる賑わいの場を提供し、
収益金は県神社のやまぶき
の植栽のために活用する。
年１回(10月)実施。
	(A)10/14
(B)県神社
(C)8名
	(D)一般市民
(E)150名
	　　１０５


	5 ビブリオバトル事業
	本から学び本で繋がるための市民参加型読書合戦を行う。
年１回(11月)実施。
	(A)11/4
(B)事務所内
(C)6名
　　　
	(D)読書に関心のある市民
(E)20名
　　
	５１

	6 宇治の音風景事業
	次世代に残したい宇治の音を
五感で捉える街歩きを行う。
年２回(7月と3月)実施。
但し3月は荒天中止。
	(A)7/10
(B)神明神社、円蔵院他
(C)4名
　　　
	(D)一般市民
(E)21名
　

	１１５

	➆ウィキペディアタウン
　宇治事業
	ITを活用したまち歩き事業
で、収集した歴史文化情報を
ウィキペディアにアップして
世界に発信する。
年１回(3月)実施。
	(A)3/9
(B)宇治槙島地区
(C)3名

　
	(D) 一般市民
(E) 20名


	　　６７　　　

	⑧地域催事参加への協働事業

	あさぎりフェスティバル(宇
治市男女参画支援センター主
催)に出展参加。
年１回(12月)協働参加。


	(A)12/1
(B)ゆめりあうじ
(C)3名
	(D)一般市民
(E)150名
	　　１４

	➈その他必要事業(活動発信取組事業)
	ちはやぶるラジオ番組制作。
宇治の歴史・文化を伝えると
共に団体PR活動を行う。
年２回(1月と3月)実施。
	(A)1/12,3/12
(B)FM宇治
(C)1名
	(D)ラジオ　リスナー
(E)約10万人
	　　７４


